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壱劃三千種ロータリークラブ

承認 1982年gg24B

例憲圖 火曜目 12 : 30

例憲場 愛知厚生錘金臺館

事務旨 TEL763-5110FAX763-5121

会震 吉田節'美
幹壽 石黒正則

鐵胤雑誌委員農大口’弘和
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ロータリーの夢を追い続けよう FOLLOWYOURROTARYDREAMNo27

1998～99年庇RI会長ジェームスLレイシー
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$第793回平成11年2月16日（火） 3
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クラブフォーラム 小山国際奉仕委員長

鈩蔀…琴侭…琴,先週の記録侭……些侭詫熱

謹潔具響遥駕』巽鷆響鯉……響鷺霊》

’米山ファンドフェローヘ感謝状授与

へ

囹"君が代”

囹"我等の生業”

囹黙想～家族週間～

闇出席報告

会 貝 71(67)名 出席 50名

出席率 74.63％

前々回 1月26日（修正出席率) 97.01%

囹ビジター紹介 2名

囹ニコボックス（2／2．2／9）は紙面の都合上、次
回掲載とさせて頂きます。

黒須アイ子さん、水野賀績君、大谷和雄君、鈴

木正男君に、会長より感謝状が贈られました。

|吉田(節)会長挨拶

旧文ではございますが、 （97.10.13）朝日新聞の窓と

言う論説委員の書いているコラム柵を兇て居りますと

こんな事が沓いてありました。その題1号|は「都電から

の風景」と言うテーマで次の様な記事でありました。

「年に数回だが都電に乗りに行く。勿論住いは東京

でありまして荒川線（三ノ輪→早稲田）が都内で唯－－

残された都電の路線で、そのミノ輪槁駅は住いから歩

いて15分暇で当然の事乍ら、その都電を使っての通勤

でもないのに、なぜ乗りに行くのか、やや大げさに言

えば精神のバランスを保つ為である」と筆者は言って

居られます。かつて都電は東京に限らず名古屋の市電

も住民の足として市内くまなく走って居り大変便利な
交通機関でありましたが、 IIIIし寄せるモータリゼーショ

ンの波にのまれ高度成長II寺代には邪魔な代物とみられ

取り去られてしまい、今は見る影もない姿で、その一一

部が残っているだけであります。併し乍ら地方の部市

へ行くと多少形は変えて居りますが、その面影を残し

て居る都市もあります。この近くでは豊橋、 ll皮阜の路

面竜車が残って居ります。もっともII皮阜の方は名鉄の

経営となって居る様で厳密には市電とは言えないかも

知れませんが昔の市電そのものの線路を走って居りま

すから一応市内寵車と言っていいでしょう。有名なの

は広島の市電があります。

話が横道にそれてしまいましたが先の荒川線の沿線

にはかつて高度成長以前の街の面影が漂って居り、昭

和30年代の風景がなつかしく、何んと言っても時速13

|石黒幹事報告

l .木日午後511寺より、名古屋観光ホテル3階にてラ

イラセミナー準備委員会を開催致しますので、担当

者はお忘れなくご出席下さい。

2． ロータリーの友2月号が来ております。新会員の

酒井さんの名簿シールと一緒にお帰りにお持ち下さ

い。

3．ガバナー事務所より|對西4地区（第2640、第2650，

第2660、第2680地区）連合地区大会の参加ご案内が

来ておりますので、ご希望の方は事務局にお申し出
一ドさい｡

鐸、

|佐久間会員増強委員長よりお願い
98年7月当初、会員数70名でしたが、現在退会者2

名、新会員3名（内1名は移籍)、休会者4名という

ことで、実質全員参加となりますと67名という現状に

あります。 7月当初から会員増強に|封してはお願いし

ていますが、難しくなかなか増強につながりません。

本日お配り致しました用紙をごらん頂き、皆さん1人

1人の努力で増強していきたいと思います。 3月の半

ば位までには1人でも多く雌補者をご紹介頂けますよ

うにお願い致します。
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本年度会長テーマ 21世紀恥懸け橋になろう 水紙はl"'k'紙を艇ﾘillしております‐



kmというスピードは大変に心が和むスピードであると

書いて居ります。そして筆者の言いたいのは高度成長

時代、都市の景観を一変させただけでなく欲望の充足

を至上価値とする大変せわしない人間を作り出してし

まったのであります。或る経済学者（吉川洋氏）はそ

の著書「高度成長」という本の中で涙をのんで上滑り

して滑って行かねばならないと言った夏目漱石の「現

代の日本」と言う講演の’部を引用して、かつての高

度成長時代に於ける変化は本当の進歩と言えるのかと

問いかけて居ります。

社会と人間を根底から変化してしまったのはむしろ

高度成長時代でなかったかと時速13kmのスピードの都

電にゆられながら、 こんな感想記事を書き20世紀もあ

とわずかタイムカウン'､の時となり21世紀も目の前に

迫り、パラダイム転換（ひとつの時代の支配的なもの

の見方や考え方が変る事で社会全体の枠組、価値観の

移行）があらゆる分野で進行して居る今日20世紀を根

底から揺り動かし、 21世紀に向って物から心へ、対立

から調和へ、裡雑化から単純化へ、 自然との共生の時

代へと変わりつつあるのが現在ではないかと思いま

す。ちなみに名古屋の市電が廃止されたのは、昭和49

年3月31日で、 まもなく4半世紀が経とうとして居り

ます。道路の真中をノロノロと走る路面電車は時代お

くれの乗り物というのが当時の一般的な認識であった

が昨今欧米では路面電車の良さをもう一度見直そうと

いう動きが出て参りました。路面電車は唯単に郷愁を

感じると言うだけでなく、街角から気軽にのれて、 ど

こへ行くにも便利だった路面電車の良さを、 もう1度

思い出してクルマ社会の抱える様な都市問題に対して

その解決策になる乗物ではないかと考えておる昨今で

ございます。

たので宜しくお願いいたします。

皆様、御存知の通りライラ(小)委員会は、地区青少

年活動委員会（来年度より新世代委員会に名称変更さ

れることとなっております。又(小)委員会の呼称を止

め、委員会となります）にインターアクト(小)委員会、

ローターアクト（小)委員会と共に、 ライラ(小)委員会

の3つの小委員会として構成されております。

ライラの言葉の意味、又ライラが世界的プログラム

として発展をした経過につきましては、お手元の資料

を御覧いただければ御理解いただけるものと思いま

す。

本日見ていただくビデオは、刈谷ロータリークラブ

のホストにより、 96～97年度場所も同じ「愛知県美浜

少年自然の家」で行なわれました、第5回ライラセミ

ナーを記録したものであります。 この時ライラ(小)委

員会を務められましたのは、来年度ガバナーとなられ

ます、野村重彦現ノミニーでありますので特に参考に
なるビデオと思います。

又来月の13～14日に尾西ロータリークラブのホスト

により第7回ライラセミナーが同じく美浜少年自然の

家で開催され、当クラブからも多くの皆様に参加して

いただくことになっております。

来年のライラセミナーの成功に向け、是非会員の皆

様の御支援、ご協力を宜しくお願いいたします。

戸

※このあと､‘96～'97年度刈谷RCホストによるライラ

セミナーの模様をビデオにて映写。

例会変更のお知らせ

名古屋錦RC 2/23り0， 4RC合同例会の為、

2／24（水）

豊山一城北RC 2/23㈹、名古屋空港RC合同夜

間例会の為、 18 :30~

名古屋名北RC 2/24(水)、 4RC合同例会の為、

東急ホテルにて

名古屋守山RC 2/25(和、 4RC合同例会の為、

2／24 (水)東急ホテルにて

名古屋北RC 2/26(金)、 4RC合同例会の為、

2／24(水)東急ホテルにて18 :00~

。｡。c<>･<>･ライラについてく>･<>c<>･<>･

團大谷和雄ライラ実行委員長

次年度ライラセミナーの実行委員長を仰せつかりま

した。 まず場所をどこにするか地区ライラ(小)委員会

副委員長の中山君とご相談致しまして、先般刈谷R.C.

の野村ガバナーノミニーとお会いし、今までのご経験

からいって、やはり 「愛知県美浜少年自然の家」が大

変便利であるという事で、明年3月25日（土)～26日

（日）に決めさせて頂きました。

このライラというのは、皆様一人一役をして頂かな

くてはならず、事前の準備が大変で、 16雄から30歳ま

でのIAC.RACあるいはクラブから推薦して頂いた青少

年の皆さんを対象にこちらが指導して分科会をうなが

すのではなく、 自発的に青少年達に分科会を進行して

頂く為の事前準備が必要となります。

そこで準備委員会として、副委員長に小山さん、大

口さん、委員に秋山さん、在田さん、二村さん、小杉

さん、三好さん、佐久間さん、田中さん、吉田(玄）

さん、以上の方々にお願いをし、今夜第一回ライラセ

ミナー実行委員会を開催致します。皆様の格別のお力

添えを賜わりますよう、お願い申し上げます。
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j RYIA(ライラ） とは 0
9 ／｛

K RYIAはRotalyYouthLeadershipAwardsの頭文：
;字を取って、 ライラと呼ばれています｡ライラはリ
# 1971年RIにとり上げられ､枇界的ﾌﾛｸﾗﾑとし I
；て発展し1973年にはアメリカで、 1974年にはフラ 6
；｜ ンスで、 さらに1976年には日本で「ロータリー青;
;少年指導者養成プログラム」として各地で活動を；
リ展開しています． ＄

第2760地区ライラ(小)委員会 1

副委員長中山信夫 1$
と垂.く蚤二＜垂>雀垂二菖zご垂二､<五二.ざ垂夛至至尹..と垂..至受＞,宝近><尹云.直ぐ二琴＜夏＞垂｡旨..三垂,＜受>毫乏英二｡<藁っ望二二樋匡三ご■ﾆﾋｼ＜ﾆﾆｮごﾝ＜d＞垂＞雀ミニ唖＝蚕ﾆﾝ＜登二§圏中山信夫地区ライラ(小)委員会副委員長

地区のライラ委員を委嘱されております中山です。

先程、大谷ライラセミナー実行委員長より報告のあり

ましたように来年度3月に第8回ライラセミナーホス

トを千種クラブにお願いすることに決定をいたしまし

圏次回例会（2月23日）

友愛の日
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